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特
別
展
示
「
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
」
の
概
要

外
務
省
で
は
、
年
に
一
〜
二
回
、
外
交
史
料
館
別
館
展
示
室
に
お
い
て
、
外
務

省
周
年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
開
催
し

て
い
る
。
近
年
は
外
交
活
動
の
側
面
支
援
に
役
立
て
る
意
味
も
あ
り
、
在
日
外
国

大
使
館
と
の
共
催
企
画
も
積
極
的
に
開
催
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
五
月
一
八
日
か
ら
一
〇
月
六
日
ま
で
、
在
日
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
日
本
と
イ
ラ
ン
の
交
流
を

外
交
史
料
で
振
り
返
る
特
別
展
示
を
開
催
し
た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
は
、「
ペ

ル
シ
ャ
」
か
ら
「
イ
ラ
ン
」
へ
の
国
号
改
称
宣
言
の
日
本
に
よ
る
承
認
か
ら
八
〇

年
に
あ
た
る
。

本
展
示
会
で
は
、
一
八

八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）

に
日
本
政
府
が
初
め
て
正

式
に
ペ
ル
シ
ャ
に
派
遣
し

た
吉
田
正
春
使
節
団
に
対

す
る
ペ
ル
シ
ャ
国
王

ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・

特
別
展
示

「
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

シ
ャ
ー
の
勅
語
、
ペ
ル
シ
ャ
と
の
国
交
樹
立
関
係
記
録
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
イ
ラ
ン

へ
の
国
号
改
称
関
連
の
記
録
、
日
本
と
イ
ラ
ン
が
苦
心
の
末
に
結
ん
だ
二
国
間
条

約
で
あ
る
「
日
本
・
イ
ラ
ン
修
好
条
約
」（
昭
和
一
四
年
）
の
調
印
書
及
び
イ
ラ

ン
側
批
准
書
、
さ
ら
に
は
戦
後
の
「
日
本
国
と
イ
ラ
ン
と
の
間
の
文
化
協
定
」
な

ど
、
日
本
と
イ
ラ
ン
の
親
善
関
係
を
示
す
史
料
を
展
示
し
た
。

在
日
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館
か
ら
は
、ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
や
ミ
ナ
ア
ー

ト
の
器
な
ど
イ
ラ
ン
の
代
表
的
な
工
芸
品
の
出
展
が
あ
り
、
来
場
者
に
イ
ラ
ン
の

文
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
展
示
会
は
、
会
期
中
約
二
〇
〇
〇
名
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
好

評
を
博
し
た
。
ま
た
、
展
示
視
察
の
た
め
、
駐
日
イ
ラ
ン
大
使
（
わ
が
方
外
務
省

中
東
ア
フ
リ
カ
局
長
同
行
）、
同
公
使
、
イ
ラ
ン
外
務
省
東
ア
ジ
ア
大
洋
州
担
当

局
長
、イ
ラ
ン
外
務
省
国
際
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
が
来
館
さ
れ
た
。

本
特
別
展
示
の
展
示
史
料
解
説
を
以
下
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
同
解
説
は
外
交

史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
特
別
展
示
・
企
画
展
示
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」

http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm
l
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講
演
会
「
イ
ラ
ン
・
日
本
関
係
史
」
の
開
催

本
特
別
展
示
の
関
連
事
業
と
し
て
、
七
月
二
二
日
、
在
日
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム

共
和
国
大
使
館
に
お
い
て
、「
イ
ラ
ン
・
日
本
関
係
史
」
と
題
す
る
外
交
史
料
館
と

の
共
催
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
と
イ
ラ
ン
と
の
一
〇
〇
〇
年
以

上
に
わ
た
る
伝
統
的
な
友
好
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
改
め
て
両
国
の
相
互
理
解
を

深
め
る
意
図
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
側
二
名
と
イ
ラ
ン
側
二
名
、
合
わ
せ

て
四
名
の
講
師
に
よ
っ
て
、
日
本
と
イ
ラ
ン
と
の
中
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の

歴
史
が
紐
解
か
れ
た
。

講
演
の
う
ち
、
近
藤
信
彰
東
京
外
国
語
大
学
教
授
に
よ
る
「
明
治
・
大
正
期
に

お
け
る
日
本
・
イ
ラ
ン
関
係
」
は
、当
時
の
日
本
人
と
ペ
ル
シ
ャ
人
の
相
互
イ
メ
ー

ジ
に
焦
点
を
当
て
、
近
代
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
の
様
々
な
接
触
の
様
相
を
紹
介
し
た

も
の
で
、
本
特
別
展
示
と
特
に
深
く
関
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

近
藤
教
授
の
講
演
で
は
、
ペ
ル
シ
ャ
国
王
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
が
、

一
八
七
三
年
以
降
の
三
度
の
欧
州
旅
行
で
出
会
っ
た
日
本
人
外
交
官
や
留
学
生
に

つ
い
て
書
き
残
し
た
記
録
や
、
大
正
期
に
来
日
し
た
ペ
ル
シ
ャ
の
サ
ハ
ー
フ
バ

シ
ー
や
ア
ミ
ノ
ッ
＝
ソ
ル
タ
ー
ン
等
の
日
本
訪
問
記
、
本
展
示
会
で
も
紹
介
し
た

縫
田
栄
四
郎
の
ペ
ル
シ
ャ
見
聞
記
に
表
れ
た
日
露
戦
争
後
の
ペ
ル
シ
ャ
の
日
本
人

に
対
す
る
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

特
別
展
示
「
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
」〈
展
示
史
料
解
説
〉

****************************************

は
じ
め
に　

ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ラ
ン
と
日
本

Ⅰ　

明
治
政
府
と
ペ
ル
シ
ャ
―
吉
田
使
節
団
派
遣
―

Ⅱ　

ペ
ル
シ
ャ
と
の
国
交
樹
立
と
そ
の
発
展

Ⅲ　

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
イ
ラ
ン
へ
―
国
号
改
称
―

Ⅳ　

昭
和
戦
前
期
の
イ
ラ
ン
と
の
親
善
関
係

　

１　

鉄
道
を
め
ぐ
る
交
流

　

２　
「
そ
よ
か
ぜ
」
号
の
奉
祝
飛
行

　

３　

そ
の
他
の
親
善
関
係

Ⅴ　

イ
ラ
ン
と
の
戦
後
の
交
流

関
連
年
表

参
考
文
献

****************************************

は
じ
め
に　

ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ラ
ン
と
日
本

日
本
人
が
「
ペ
ル
シ
ャ
」
と
聞
く
と
、
ど
ん
な
印
象
を
持
つ
で
し
ょ
う
か
。

「
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
」、「
ペ
ル
シ
ャ
猫
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
代
史
に

関
心
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
ラ
ク
ダ
の
隊
商
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て
工

芸
品
を
運
ん
で
く
る
、
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
現
在
の
「
イ
ラ
ン
」
と
い
う
呼
称
を
聞
く
と
、「
ペ
ル
シ
ャ
」
と
は
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違
っ
た
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
が
ど
ん
な
交
流
を
も
っ
て
い
た
の
か
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
と
こ
の
国
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
つ
な
ぐ
の
は
困
難
で
す
。
と
り
わ
け
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
日
本
と
ペ

ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
見
聞
き
す
る
機
会
は
少
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

イ
ラ
ン
は
現
在
も
親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
早
く
も
一
八
八
〇
年

（
明
治
一
三
年
）に
明
治
政
府
が
初
め
て
使
節
団
を
派
遣
し
た
時
、ペ
ル
シ
ャ
王
は
、

同
じ
「
ア
ジ
ア
」
に
あ
っ
て
近
代
化
を
進
め
る
同
志
の
よ
う
な
親
近
感
を
語
っ
て

い
た
こ
と
を
史
料
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
に
、そ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
目
線
で
「
ペ

ル
シ
ャ
（
波
斯
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
国
が
「
イ
ラ
ン
」
に
国
号
を
統
一
す
る
と
宣

言
し
た
と
き
、
日
本
政
府
は
こ
れ
を
正
式
に
承
認
し
、
呼
称
を
「
ペ
ル
シ
ャ
」
か

ら
「
イ
ラ
ン
」
に
改
め
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
は
そ
の
国
号
改
称
承
認
か
ら
八
〇

年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

本
展
示
会
は
、
在
京
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
大
使
館
と
の
共
同
開
催
で
、

同
大
使
館
の
全
面
協
力
を
得
て
、
近
代
の
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
と
の
関
係

史
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

本
展
示
会
で
は
、
以
下
の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て
、
両
国
の
交
流
に
関

す
る
史
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ　

明
治
政
府
と
ペ
ル
シ
ャ
―
吉
田
使
節
団
派
遣
―

Ⅱ　

ペ
ル
シ
ャ
と
の
国
交
樹
立
と
そ
の
発
展

Ⅲ　

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
イ
ラ
ン
へ
―
国
号
改
称
―

Ⅳ　

昭
和
戦
前
期
の
イ
ラ
ン
と
の
親
善
関
係

Ⅴ　

イ
ラ
ン
と
の
戦
後
の
交
流

本
展
示
会
は
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ラ
ン
と
の
交
流
を
史
料
で
振
り
返
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
ま
す
が
、と
り
わ
け
一
八
八
〇
年
の
吉
田
使
節
団
派
遣
、ペ
ル
シ
ャ

か
ら
イ
ラ
ン
へ
の
国
号
改
称
の
経
緯
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
の
イ
ラ
ン

皇
太
子
成
婚
の
際
に
お
け
る
国
産
航
空
機
「
そ
よ
か
ぜ
」
号
に
よ
る
奉
祝
飛
行
は
、

知
ら
れ
ざ
る
両
国
の
友
好
関
係
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
特
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
展
示
会
で
も
う
ひ
と
つ
着
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
・

イ
ラ
ン
と
の
七
千
㎞
以
上
も
の
距
離
を
近
づ
け
た
輸
送
・
移
動
手
段
の
発
達
で
す
。

吉
田
使
節
団
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
馬
や
ラ
ク
ダ
を
使
っ
て
テ
ヘ
ラ
ン
に
入
り
ま
し

た
。
大
正
末
期
に
は
外
務
省
の
調
査
班
が
、
未
舗
装
の
道
を
自
動
車
で
行
っ
た
と

い
う
証
言
も
あ
り
ま
す
。
一
九
三
八
年
、
イ
ラ
ン
縦
貫
鉄
道
の
完
成
に
よ
っ
て
鉄

道
で
の
輸
送
・
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
翌
年
に
は
上
記
「
そ
よ
か
ぜ
」
号

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
と
お
り
、
日
本
か
ら
イ
ラ
ン
へ
航
空
機
で
飛
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

近
年
の
日
本
と
イ
ラ
ン
は
、
首
脳
会
談
や
外
務
大
臣
の
相
互
訪
問
が
相
次
い
で

実
施
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
面
で
も
文
化
面
で
も
友
好
的
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
以
降
の
外
相
会
談
は
、
電
話
や
国
連
総
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会
に
際
し
て
の
も
の
を
含
め
る
と
二
十
七
回
に
及
び
ま
す
。
本
展
示
が
、
日
本
人

が
イ
ラ
ン
の
歴
史
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
、
ひ
い
て
は
両
国
に
と
っ
て
、
さ
ら

な
る
相
互
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
本
解
説
で
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
の
国
号
呼
称
変
更
ま
で
の
事
項

に
つ
い
て
は
、
国
名
を
「
ペ
ル
シ
ャ
」、
国
号
改
称
以
後
の
事
項
に
つ
い
て
は
「
イ

ラ
ン
」
と
表
記
し
ま
す
。

Ⅰ　

明
治
政
府
と
ペ
ル
シ
ャ
―
吉
田
使
節
団
派
遣
―

古
来
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
横
断
す
る
交
易
路
が
あ
り
、
中
国
か
ら
中
央
ア
ジ

ア
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
人
の
行
き
来
が
あ
り
ま
し
た
。「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と

い
う
名
前
で
知
ら
れ
る
そ
の
道
を
経
由
し
て
の
交
易
は
、
し
ば
し
ば
日
本
に
も
及

び
ま
し
た
。
正
倉
院
に
も
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
伝
来
し
た
と
推
測
さ
れ
る
工
芸
品
が
収

蔵
さ
れ
て
お
り
、
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
の
太
古
の
関
わ
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

三
世
紀
か
ら
栄
華
を
誇
っ
た
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
が
滅
び
、
イ
ス
ラ
ム
に

よ
る
王
朝
が
成
立
し
た
後
も
、
イ
ラ
ン
地
域
で
は
多
く
の
王
朝
が
勃
興
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
一
八
世
紀
末
に
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
が
成
立
し
、
現
在
の
イ
ラ
ン
に
近

い
国
土
を
持
つ
国
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
明
治
維
新
が
起
き
た
と
き
、
ペ

ル
シ
ャ
は
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
時
代
で
あ
り
、
明
治
政
府
は
こ
の
王
朝
と
、
最
初

の
交
流
を
持
っ
た
の
で
し
た
。

一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）、
榎え
の

本も
と

武た
け

揚あ
き

駐
ロ
シ
ア
公
使
が
、
ロ
シ
ア
で
ペ

ル
シ
ャ
国
王
（
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
第
四
代
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
）

お
よ
び
総
理
大
臣
と
会
見
し
た
こ
と
が
、
明
治
の
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
特
使
派
遣
を
知
ら
せ
る
井い
の

上う
え

馨
か
お
る

外
務
卿
か
ら
ペ
ル

シ
ャ
外
相
へ
の
通
牒
（
一
八
八
〇
年
四
月
一
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
榎
本
公
使

と
ペ
ル
シ
ャ
国
王
と
の
会
見
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
両
国
間
に
通
商
協
定
を
結
ぶ

機
運
が
生
ま
れ
、
交
易
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
は
商
況
調
査
の
た
め
の
使
節
団
が

派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
使
に
選
ば
れ
た
の
は
、
外
務
省
御
用
掛
の
吉よ
し

田だ

正ま
さ

春は
る

で
し
た
。
吉
田
は
幕

末
の
動
乱
に
際
し
て
土
佐
藩
の
改
革
に
あ
た
っ
た
吉よ
し

田だ

東と
う

洋よ
う
の
息
子
で
、
東
洋

が
土
佐
勤
王
党
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
後
は
後ご

藤と
う

象
し
ょ
う
二じ

郎ろ
う（
明
治
政
府
で
官
僚
・

政
治
家
と
し
て
活
躍
）
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
経
歴
を
も
っ
て
お
り
、
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
か
け
て
の
動
乱
を
体
感
し
て
き
た
人
物
で
し
た
。
使
節
団
に
は
、
吉

田
を
団
長
と
し
て
、
参
謀
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
古ふ
る

川か
わ

宣の
ぶ

譽よ
し

陸
軍
工
兵
大
尉
、

大
倉
組
副
社
長
の
横よ
こ

山や
ま

孫ま
ご

一い
ち

郎ろ
う

や
同
社
員
の
土つ
ち

田だ

政ま
さ

次じ

郎ろ
う

、
七
宝
焼
陶
器
や
小

間
物
、
金
銀
細
工
の
商
人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
一
八
八
〇
年
四
月
に
、
イ
ン
ド
洋
で
の
演
習
に
向
か
う
軍
艦
「
比
叡
」

で
東
京
湾
か
ら
出
発
し
、
五
月
に
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
に
到
着
し

ま
し
た
。そ
の
後
吉
田
と
横
山
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
と
旅
行
し
た
後
、再
び
ブ
ー
シ
ェ

フ
ル
に
戻
っ
て
古
川
ら
と
合
流
し
、
七
月
の
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
シ
ー
ラ
ー

ズ
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
を
経
て
テ
ヘ
ラ
ン
へ
と
北
上
の
旅
を
続
け
ま
し
た
。

吉
田
使
節
団
の
道
中
は
ま
さ
に
冒
険
と
い
う
べ
き
苦
労
の
旅
で
し
た
。
途
次
、
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砂
漠
で
遭
難
し
そ
う
に
な
っ
た
り
、
現
地
人
に
医
者
と
間
違
え
ら
れ
た
り
、
険
し

い
崖
道
を
夜
闇
の
中
命
か
ら
が
ら
進
ん
だ
り
、
と
い
っ
た
稀
有
な
体
験
を
し
な
が

ら
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
到
達
し
た
よ
う
で
す
。

一
行
は
同
年
九
月
二
七
日
、
ペ
ル
シ
ャ
国
王
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー

に
謁
見
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
国
王
が
吉
田
に
与
え
た
勅
語
は
、
国
書
と
し
て
日

本
側
に
渡
さ
れ
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
）。

こ
の
国
書
に
は
、
両
国
は
お
互
い
に
「
亜
細
亜
州
」
の
国
と
し
て
、
そ
の
心
情

は
一
致
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
時
の
会
見
の
模
様
は
、
吉
田
が
帰
国
後
に
提
出
し
た
「
謁
見
始
末
」

（
展
示
史
料
二
）
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
田
は
ま
た
、
政
府
に
提
出

し
た
報
告
書
に
基
づ
き
『
回
疆
探
検　

波
斯
之
旅
』（
一
八
九
四
年
発
行
）
と
い

う
書
籍
を
著
し
ま
し
た
。
国
王
は
ア
ジ
ア
で
と
も
に
近
代
化
を
め
ざ
す
国
と
し
て

日
本
に
強
い
関
心
を
示
し
、
日
本
の
政
体
・
徴
兵
制
度
・
鉄
道
建
設
な
ど
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
な
質
問
を
行
っ
た
こ
と
が
「
謁
見
始
末
」
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
会
見
は
、
外
国
か
ら
の
訪
問
者
に
対
す
る
会
見
と
し
て
は
異
例
の
長

時
間
に
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

吉
田
使
節
団
の
出
発
前
、
外
務
省
か
ら
大
蔵
省
に
旅
費
の
工
面
を
依
頼
し
、
約

五
千
四
百
円
の
支
出
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
使
節
団
帰
国
後
の
一
八
八
二
年
（
明

治
一
五
年
）
に
提
出
さ
れ
た
支
出
明
細
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た

か
を
見
る
こ
と
で
、
一
行
の
旅
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、「
明
治

一
三
年
七
月
二
五
日
」
の
項
目
に
は
、
ブ
シ
ー
ル
（
ブ
ー
シ
ェ
フ
ル
）
か
ら
シ
ー

ラ
ー
ズ
ま
で
の
荷
物
運
搬
と
乗
用
の
た
め
馬
十
頭
を
購
入
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す（
展
示
史
料
三
）。
こ
の
当
時
、ペ
ル
シ
ャ
国
内
の
移
動
や
運
送
に
は
馬
や
ラ
バ
、

ラ
ク
ダ
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

Ⅱ　

ペ
ル
シ
ャ
と
の
国
交
樹
立
と
そ
の
発
展

明
治
初
期
の
吉
田
正
春
使
節
団
派
遣
は
、
ペ
ル
シ
ャ
と
の
貿
易
開
始
の
可
能
性

を
探
る
商
況
調
査
の
意
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
具
体
的
な
動
き
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
頃
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
通
商
発
達
の
望
み

が
出
て
き
た
こ
と
や
、
ペ
ル
シ
ャ
に
公
使
を
駐
在
さ
せ
る
こ
と
は
政
治
上
の
利
益

が
あ
る
と
し
て
、
日
本
政
府
は
時
機
を
み
て
条
約
を
締
結
す
る
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
関
係
の
悪
化
に
と
も
な
い
（
日
露
戦
争
の
開

始
は
一
九
〇
四
年
）、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
条
約
締
結
に
関
す
る
商
議
中
止
の
申
し
出
が

あ
っ
た
た
め
、
条
約
は
締
結
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）、
ペ
ル
シ
ャ
と
ロ
シ
ア
の

関
係
が
一
変
し
た
こ
と
で
、日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
の
関
係
に
も
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

ペ
ル
シ
ャ
は
条
約
締
結
交
渉
の
再
開
を
日
本
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

た
外
務
省
は
、
機
が
熟
し
た
も
の
と
認
め
、
ペ
ル
シ
ャ
代
表
者
と
非
公
式
に
協
議

す
る
よ
う
、駐
イ
タ
リ
ア
大
使
に
指
示
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、一
九
二
一
年
（
大

正
一
〇
年
）
五
月
に
条
約
の
成
案
が
で
き
、
調
印
の
準
備
も
整
い
ま
し
た
が
、
ペ
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ル
シ
ャ
議
会
の
不
承
認
に
よ
り
調
印
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た（
一
九
二
一
年
二
月
、

レ
ザ
ー
・
ハ
ー
ン
が
テ
ヘ
ラ
ン
に
入
城
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
し

た
）。こ

う
し
た
な
か
で
も
、
外
務
省
は
中
央
ア
ジ
ア
方
面
で
通
商
貿
易
発
展
の
道
を

ひ
ら
く
取
り
か
か
り
と
し
て
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
八
月
、
縫ぬ
い

田た

栄え
い

四し

郎ろ
う

総
領
事
を
首
班
と
す
る
六
名
の
ペ
ル
シ
ャ
調
査
班
を
組
織
し
ま
し
た
。
同
班
は

九
月
、
ペ
ル
シ
ャ
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
（
翌
年
六
月
帰
朝
）。
外
務
省
は
調

査
班
の
帰
朝
を
待
っ
て
条
約
締
結
交
渉
の
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

縫
田
総
領
事
は
後
年
の
講
演
で
、
ペ
ル
シ
ャ
国
民
こ
と
ご
と
く
が
大
変
な
親
日
で

あ
っ
た
と
の
印
象
を
述
懐
し
て
い
ま
す
（
文
明
協
会
刊
行
『
波
斯
よ
り
土
耳
古
ま

で
』
に
よ
る
）。

こ
の
調
査
班
の
報
告
書
に
は
、
ペ
ル
シ
ャ
と
の
間
の
法
権
問
題
を
解
決
す
る
取

極
め
を
急
速
に
成
立
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、「
今
少
シ
ク
局
面
ノ
推
移
ヲ
傍
観
」
し
、

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
「
相
当
保
障
条
件
」
が
示
さ
れ
て
か
ら
条
約
締
結
交
渉
を
開
始
す

る
方
が
「
実
際
的
政
策
」
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
展
示
史
料
四
）。

ま
た
し
て
も
、
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
と
の
間
に
条
約
は
結
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
四
月
二
五
日
か
ら
同
月

二
八
日
ま
で
、
ペ
ル
シ
ャ
王
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
・
パ
ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
の
戴
冠
式
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
は
、
対
外
的
に
は
中
東
諸
国
の
指
導

者
を
自
任
し
つ
つ
、
民
族
的
独
立
を
基
調
と
し
て
国
内
の
統
一
や
ペ
ル
シ
ャ
縦
貫

鉄
道
の
延
長
な
ど
各
種
の
内
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
展
示
史
料
五
）。

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
五
月
一
〇
日
、
ペ
ル
シ
ャ
が
各
国
と
の
不
平
等
条

約
を
廃
棄
し
、
治
外
法
権
の
撤
廃
お
よ
び
関
税
自
主
権
の
回
復
に
成
功
し
た
こ
と

に
よ
り
事
態
は
進
展
し
ま
し
た
。
交
渉
上
の
障
害
は
な
く
な
り
、一
九
二
九
年
（
昭

和
四
年
）
三
月
三
〇
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
に
お
い
て
二に

瓶へ
い

兵へ
い
二じ

駐
ト
ル
コ
大
使
館
参
事

官
と
モ
ハ
メ
ッ
ト
・
ア
リ
・
カ
ー
ン
・
フ
ァ
ル
ジ
ー
ヌ
外
務
大
臣
代
理
と
の
間
で
「
日

本
国
「
ペ
ル
シ
ャ
」
国
間
通
商
暫
定
取
極
」
の
成
立
を
み
ま
し
た
（
展
示
史
料
六
）。

こ
の
取
極
に
よ
り
外
交
官
・
領
事
官
、
居
住
、
通
商
な
ど
に
関
す
る
最
恵
国
待
遇

を
相
互
に
認
め
、
両
国
の
経
済
関
係
の
発
展
の
途
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
取
極
に
基
づ
い
て
、
同
年
八
月
一
日
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
日
本
公
使
館
が
開
設

さ
れ
、
一
二
月
に
は
笠か
さ

間ま

杲あ
き

雄お

公
使
が
テ
ヘ
ラ
ン
に
赴
任
し
て
国
王
に
信
任
状
を

奉
呈
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
七
）。
ペ
ル
シ
ャ
側
も
翌
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）

七
月
に
モ
サ
ー
エ
ッ
ト
公
使
が
天
皇
に
信
任
状
を
奉
呈
（
展
示
史
料
八
）
し
、
東

京
に
公
使
館
を
開
設
し
ま
し
た
。

日
本
は
笠
間
公
使
の
着
任
を
契
機
と
し
て
ペ
ル
シ
ャ
と
正
式
な
通
商
航
海
条
約

締
結
交
渉
を
開
始
し
、
折
衝
を
重
ね
た
結
果
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
一
〇

月
一
八
日
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
お
い
て
「
日
本
・
波
斯
修
好
通
商
条
約
」
が
調
印
さ
れ

ま
し
た
（
展
示
史
料
九
）。
本
条
約
に
は
修
好
、
居
住
、
輸
出
入
禁
止
制
限
、
通

商
の
自
由
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
有
効
期
限
の
経
過
後
も
、
一
方
の
締

約
国
が
廃
棄
通
告
を
し
な
け
れ
ば
自
動
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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Ⅲ　

ペ
ル
シ
ャ
か
ら
イ
ラ
ン
へ
―
国
号
改
称
―

ペ
ル
シ
ャ
で
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
・
パ
ハ

ラ
ヴ
ィ
ー
が
即
位
し
た
後
、
古
代
礼
賛
の
風
潮
が
広
ま
り
、
イ
ス
ラ
ム
期
以
前
の

文
化
や
遺
産
を
「
イ
ラ
ン
」
的
な
も
の
と
し
て
賛
美
す
る
気
運
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

「
イ
ラ
ン
」
の
地
に
ま
つ
わ
る
伝
承
・
歴
史
の
集
大
成
と
い
え
る
『
シ
ャ
ー
・

ナ
ー
メ
』（『
王
書
』：
古
代
ペ
ル
シ
ャ
の
神
話
や
歴
史
な
ど
に
関
す
る
叙
事
詩
）

が
国
民
的
叙
事
詩
と
し
て
礼
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
象

徴
的
に
示
す
事
例
と
い
え
ま
す
。

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
は
、『
シ
ャ
ー
・
ナ
ー
メ
』
の
著
者
で
あ
る
サ
ー
マ
ー

ン
朝
（
八
七
五
〜
九
九
九
年
）
時
代
の
詩
人
フ
ィ
ル
ド
ゥ
シ
ー
の
生
誕
か
ら
千
年

に
あ
た
る
年
で
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ペ
ル
シ
ャ
の
文
部
省
と
国
民
文
化
協

会
は
、
フ
ィ
ル
ド
ゥ
シ
ー
千
年
祭
を
主
催
し
ま
し
た
。
同
年
一
〇
月
四
日
か
ら
五

日
間
に
わ
た
り
テ
ヘ
ラ
ン
で
記
念
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
東

洋
学
者
が
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ド
ゥ
シ
ー
の
故
郷
で
、
埋
葬
地
で

も
あ
る
ト
ゥ
ー
ス
に
は
記
念
墓
碑
が
建
設
さ
れ
、そ
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ペ
ル
シ
ャ
は
フ
ィ
ル
ド
ゥ
シ
ー
千
年
祭
の
機
会
を
利
用
し
、
ペ
ル
シ
ャ
文
学
を

は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
ペ
ル
シ
ャ
文
化
の
発
展
を
世
界
に
紹
介
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
当
時
の
日
本
政
府
の
観
察
に
よ
る
と
、
ペ
ル
シ
ャ
は
心
血
を
注
い
で
取

り
組
ん
で
い
る
内
政
改
革
の
成
果
や
縦
貫
鉄
道
の
建
設
な
ど
、
近
代
国
家
と
し
て

歩
み
は
じ
め
た
こ
と
を
世
界
の
国
々
に
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
参
列
し
た
各
国
の
人
士
は
、
ペ
ル
シ
ャ
が
自
国
で
国
際
会
議
を

開
催
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
ら
れ
、
ペ
ル
シ
ャ
に
と
っ
て
は
、

力
強
く
発
展
し
て
い
く
自
国
の
姿
を
諸
外
国
に
宣
伝
す
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
的

な
信
用
を
高
め
る
好
機
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

「
イ
ラ
ン
」
へ
の
回
帰
の
動
き
は
、
国
の
呼
称
に
も
及
び
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
で
い
わ
れ
る
「
ペ
ル
シ
ャ
」
と
い
う
国
名
は
、古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
歴
史
家
が
、
ペ
ル
シ
ャ
人
が
移
住
し
た
イ
ラ
ン
平
原
西
南
の
「
フ
ァ
ル
ス
」
地

方
に
ち
な
みPerse

、Persan

と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
日

本
で
も
そ
れ
に
な
ら
い
「
ペ
ル
シ
ャ
」、あ
る
い
は
そ
の
漢
字
表
記
で
あ
る
「
波
斯
」

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
パ
ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
体
制
の
も
と
、
上
記
の
よ

う
な
古
代
礼
賛
を
起
源
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
と
、
ペ
ル
シ
ャ
国
民

の
間
に
「
ペ
ル
シ
ャ
」
と
い
う
名
称
で
は
な
く
歴
史
的
・
地
理
的
お
よ
び
民
族
的

に
も
よ
り
広
い
意
味
を
持
つ
「
イ
ラ
ン
」（「
ア
ー
リ
ア
人
」
を
語
源
と
す
る
）
を

自
称
す
べ
き
と
の
考
え
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ペ
ル
シ
ャ
は
「
イ
ラ
ン
」
へ

の
国
号
の
変
更
を
各
国
に
通
告
し
ま
し
た
。

日
本
に
対
し
て
も
、一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
一
二
月
二
五
日
付
の
ペ
ル
シ
ャ

外
務
省
か
ら
日
本
公
使
館
宛
て
の
文
書
で
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
三
月

二
一
日
以
降
は
会
談
お
よ
び
書
翰
上
に
お
い
て
「
ペ
ル
シ
ャ
」
を
廃
し
て
、「
イ

ラ
ン
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
岡
本
武
三

駐
ペ
ル
シ
ャ
公
使
は
外
務
本
省
に
対
し
、
拒
否
す
る
理
由
も
な
く
ペ
ル
シ
ャ
側
の

意
向
を
容
れ
る
べ
き
こ
と
を
上
申
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
〇
）。
日
本
政
府
は
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一
九
三
五
年
三
月
一
九
日
、
こ
れ
を
応
諾
す
る
旨
を
回
答
し
、
ペ
ル
シ
ャ
側
の
申

し
出
ど
お
り
、
三
月
二
一
日
以
降
は
呼
称
を
「
イ
ラ
ン
」
と
改
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
後
半
に
は
、
日
本
の
イ

ラ
ン
へ
の
出
資
な
ど
経
済
協
力
に
関
す
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
年
一
〇
月
一
八
日
、
両
国
間
に
修
好
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
（
展

示
史
料
一
一
）。
こ
れ
は
国
号
が
イ
ラ
ン
に
統
一
さ
れ
た
後
の
最
初
の
条
約
で
す
。

こ
の
条
約
に
は
、
両
国
の
不
変
の
平
和
と
真
摯
永
久
の
親
睦
、
外
交
官
の
交
換
と

い
っ
た
基
本
的
な
友
好
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅳ　

昭
和
戦
前
期
の
イ
ラ
ン
と
の
親
善
関
係

１　

鉄
道
を
め
ぐ
る
交
流

明
治
期
以
来
、
ペ
ル
シ
ャ
で
は
列
国
に
よ
る
鉄
道
建
設
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）、ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
ジ
ョ
ル
フ
ァ

―
タ
ブ
リ
ー
ズ
間
の
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
末
期
の
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
は
、
英
国
が
イ
ラ
ク
・
イ

ン
ド
の
ペ
ル
シ
ャ
と
接
す
る
地
点
に
鉄
道
を
建
設
し
、
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
露
の
争

覇
戦
の
様
相
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皇
帝
に
即
位
し
た
レ
ザ
ー
・
シ
ャ
ー
・
パ
ハ
ラ
ヴ
ィ
ー
は
、

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
二
月
、
ペ
ル
シ
ャ
縦
貫
鉄
道
建
設
の
財
源
確
保
の

た
め
、
砂
糖
・
茶
の
輸
入
税
率
増
額
法
案
を
ペ
ル
シ
ャ
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
二
月
、ペ
ル
シ
ャ
議
会
に
お
い
て
ペ
ル
シ
ャ

縦
貫
鉄
道
の
建
設
に
関
す
る
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
英
露
の
勢
力

の
渦
中
に
あ
っ
て
政
治
的
に
困
難
な
位
置
に
立
た
さ
れ
て
い
た
ペ
ル
シ
ャ
で
し
た

が
、
国
内
の
国
権
回
復
熱
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
縦
貫
鉄
道
に
つ
い
て
は
「
愛
国

的
事
業
」
と
し
て
、
外
国
資
本
を
導
入
せ
ず
建
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
縦
貫
鉄

道
の
建
設
は
政
治
・
外
交
上
に
お
い
て
諸
外
国
か
ら
の
独
立
性
を
高
め
る
意
志
の

表
れ
で
あ
り
、
近
代
国
家
と
し
て
歩
み
出
し
た
ペ
ル
シ
ャ
の
国
民
主
義
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
完
成
に
向
け
て
国
民
の
総

力
が
結
集
さ
れ
、
工
事
従
事
員
数
は
一
日
あ
た
り
四
〜
五
万
人
、
セ
メ
ン
ト
消
費

量
月
一
万
ト
ン
、
爆
発
薬
消
費
量
月
十
万
ト
ン
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
四
月
か
ら
、
米
独
資
本
と
の
共
同
な
が
ら
、

南
北
各
基
点
で
の
試
験
線
路
建
設
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
時
期
に
よ

り
政
府
の
直
轄
経
営
、
米
独
に
よ
る
経
営
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
合

同
工
業
会
社
に
よ
る
経
営
な
ど
紆
余
曲
折
あ
っ
た
も
の
の
、
着
実
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

上
記
の
よ
う
に
国
内
の
鉄
道
建
設
が
軌
道
に
の
る
な
か
で
、
一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
年
）
四
月
、
ペ
ル
シ
ャ
政
府
か
ら
日
本
人
の
鉄
道
技
師
を
招
聘
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
笠
間
杲
雄
駐
ペ
ル
シ
ャ
公
使
は
技
師
派
遣
に
つ
い
て
、

ペ
ル
シ
ャ
の
意
向
を
「
東
洋
ニ
於
ケ
ル
両
国
親
善
」
に
あ
る
と
み
て
い
ま
し
た
。

笠
間
公
使
は
か
ね
て
イ
ラ
ン
交
通
大
臣
に
日
本
か
ら
の
鉄
道
材
料
購
入
を
勧
め
て

い
た
経
緯
も
あ
っ
て
、こ
の
派
遣
が
日
本
の
技
術
の
進
歩
を
ペ
ル
シ
ャ
に
紹
介
し
、

ペ
ル
シ
ャ
の
鉄
道
材
料
な
ど
に
日
本
製
品
を
売
り
込
む
機
会
に
な
る
と
考
え
、
極
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力
協
力
す
べ
き
こ
と
を
具
申
し
ま
し
た
。

外
務
省
は
鉄
道
省
と
協
議
し
た
結
果
、
鈴
木
一
東
京
鉄
道
局
技
師
を
適
任
と
し

て
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。
ペ
ル
シ
ャ
政
府
が
日
本
か
ら
技
師
を
招
聘
す
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
鈴
木
技
師
の
招
聘
は
、
両
国
間
の
相
互
理
解
を
増
進
す

る
試
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
〇
月
一
五
日
、
笠
間
公
使
と
ペ
ル
シ
ャ
交
通
大
臣

と
の
間
で
技
師
派
遣
に
関
す
る
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
鈴
木
技
師
は
最
高
技
術
顧
問

と
し
て
設
計
の
審
査
、
鉄
道
技
術
上
の
意
見
な
ど
を
交
通
大
臣
に
提
示
す
る
任
務

に
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
笠
間
公
使
の
狙
い
通
り
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
三
菱
商
事

が
日
本
の
商
社
と
し
て
初
め
て
ペ
ル
シ
ャ
と
の
貿
易
を
開
始
し
、一
九
三
六
年（
昭

和
一
一
年
）
に
は
レ
ー
ル
二
万
ト
ン
供
給
に
つ
い
て
交
通
省
関
係
者
か
ら
内
々
に

打
診
を
受
け
る
な
ど
、
両
国
の
通
商
関
係
が
進
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

縦
貫
鉄
道
は
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
二
月
、
バ
ン
ダ
ル
シ
ャ
ー
―
テ

ヘ
ラ
ン
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
八
月
二
七
日
に
は
、

南
北
両
端
を
連
結
す
る
最
後
の
レ
ー
ル
を
国
王
の
面
前
で
敷
設
す
る
式
典
が
開
催

さ
れ
、
翌
二
八
日
に
カ
ス
ピ
海
の
バ
ン
ダ
ル
シ
ャ
ー
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
経
由
で
ペ
ル

シ
ャ
湾
の
バ
ン
ダ
ル
シ
ャ
プ
ー
ル
間
を
つ
な
ぐ
イ
ラ
ン
南
北
縦
貫
鉄
道
が
完
成
し

ま
し
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
駐
在
の
中
山
詳
一
公
使
は
、
縦
貫
鉄
道
完
成
に
よ
り
イ
ラ
ン

北
部
の
産
物
を
ペ
ル
シ
ャ
湾
経
由
で
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
イ
ラ
ン
が

ソ
連
に
対
す
る
経
済
依
存
関
係
か
ら
脱
却
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
意
義
が
大
き
い

と
報
告
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
三
）。

２　
「
そ
よ
か
ぜ
」
号
の
奉
祝
飛
行

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
に
イ
ラ
ン
皇
太
子
の
成
婚
が
発
表
さ
れ
る
と
、

日
本
政
府
は
、
奉
祝
親
善
の
表
現
と
し
て
国
産
航
空
機
「
そ
よ
か
ぜ
」
号
（
三
菱

式
双
発
輸
送
機
）を
イ
ラ
ン
に
向
け
て
訪
問
飛
行
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

（「
そ
よ
か
ぜ
」
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
「
ナ
ス
ィ
ー
ム
」
と
い
い
、
東
天
の
曙
光
を
浴

び
て
よ
い
便
り
が
来
る
と
い
う
寓
意
が
あ
り
ま
す
。）

搭
乗
者
は
、
政
府
代
表
で
あ
る
大お
お

久く

保ぼ

武た
け

雄お

逓
信
省
航
空
局
国
際
課
長
の
ほ

か
、江え

口ぐ
ち

穂ほ

積づ
み

海
軍
少
佐
、鶴つ
る

岡お
か

千せ
ん

仭じ
ん

外
務
事
務
官
、大
日
本
航
空
の
総
務
部
長
、

機
長
以
下
五
名
の
乗
組
員
で
し
た
。

「
そ
よ
か
ぜ
」
一
行
は
、
皇
室
な
ど
か
ら
の
祝
い
品
と
と
も
に
一
九
三
九
年
四

月
九
日
午
前
七
時
過
ぎ
に
羽
田
東
京
飛
行
場
を
出
発
し
、
台
北
、
広
東
、
バ
ン
コ

ク
、
カ
ル
カ
ッ
タ
、
カ
ラ
チ
、
バ
ス
ラ
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
経
由
し
て
、
予
定
通
り

四
月
一
五
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
四
―
一
）。

イ
ラ
ン
滞
在
中
の
一
行
は
、
皇
帝
に
拝
謁
し
、
イ
ラ
ン
機
誘
導
に
よ
る
イ
タ
リ

ア
機
・
ト
ル
コ
機
な
ど
と
の
編
隊
飛
行
・
分
列
式
を
こ
な
し
、
日
本
・
イ
ラ
ン
航

空
交
渉
に
向
け
た
働
き
か
け
も
行
い
ま
し
た
。
往
路
と
同
じ
ル
ー
ト
を
と
っ
た
帰

路
で
は
、「
そ
よ
か
ぜ
」が
立
ち
寄
っ
た
バ
ン
コ
ク
な
ど
で
歓
迎
を
受
け
た
様
子
が
、

現
地
紙
の
記
事
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
よ
か
ぜ
」
の
日
本
帰
還
後
の
外
務
大
臣
祝
辞
で
は
、
同
機
が
「
日
本
と
イ

ラ
ン
の
間
隔
を
大
い
に
短
縮
」
し
て
親
善
関
係
に
偉
大
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
、

日
本
航
空
業
界
の
発
展
を
世
界
に
印
象
づ
け
た
こ
と
、な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
飛
行
の
結
果
に
つ
い
て
、
鶴
岡
事
務
官
は
、
安あ
ん

東ど
う

義よ
し

良ろ
う

外
務
省
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欧
亜
局
第
一
課
長
に
手
記
を
送
り
ま
し
た（
展
示
史
料
一
四
―
二
）。こ
の
手
記
は
、

イ
ラ
ン
皇
太
子
の
成
婚
の
奉
祝
ビ
ラ
が
空
中
か
ら
約
五
万
枚
投
下
さ
れ
た
こ
と

や
、皇
太
子
が
親
閲
す
る
観
兵
式
場
の
上
空
を
見
事
に
飛
行
し
た
様
子
を
報
告
し
、

そ
よ
か
ぜ
号
は
両
国
の
親
善
を
深
め
る
と
い
う
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
成
功
し
た

と
述
べ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
九
三
九
年
八
月
に
は
、
イ
ラ
ン
に
お
け
る
航
空
技
術
の
発
展
・
向
上

に
資
す
る
た
め
、皇
帝
を
名
誉
総
裁
と
す
る
「
イ
ラ
ン
航
空
倶
楽
部
」
が
発
足
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
日
本
か
ら
も
航
空
機
の
売
り
込
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ン

航
空
倶
楽
部
の
幹
事
会
長
（
皇
帝
の
親
戚
で
側
近
）
は
、
年
間
二
百
〜
五
百
台
の

商
業
用
飛
行
機
を
製
造
で
き
る
工
場
の
設
立
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
幹
事
会
長

は
、
日
本
が
す
べ
て
引
き
受
け
る
な
ら
ば
、
飛
行
機
に
関
し
て
は
日
本
に
依
頼
し
、

さ
ら
に
他
の
重
工
業
に
つ
い
て
も
イ
ラ
ン
に
進
出
す
る
機
会
と
な
る
と
述
べ
ま
し

た
。
中
山
公
使
は
詳
細
な
計
画
を
立
案
し
て
、
イ
ラ
ン
を
導
く
つ
も
り
で
詮
議
す

る
よ
う
、
外
務
本
省
に
電
報
を
発
出
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
五
）。

こ
の
時
期
す
で
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
お
り
（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
盧

溝
橋
事
件
勃
発
）、
日
本
の
航
空
路
の
拡
大
は
国
際
的
な
政
略
も
絡
ん
だ
重
要
政

策
で
し
た
。
友
好
国
の
ド
イ
ツ
と
も
航
空
連
絡
の
話
を
進
め
、
バ
ン
コ
ク
で
接
続

す
る
計
画
や
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
テ
ヘ
ラ
ン
・
カ
ブ
ー
ル
を
経

由
し
て
満
州
国
・
日
本
へ
と
連
絡
す
る
ル
ー
ト
の
開
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
と
の
航
空
交
渉
は
こ
の
連
絡
航
路
の
実
現
の
た
め
に
も
重
要
で
し
た
。

３　

そ
の
他
の
親
善
関
係

一
九
三
九
年
に
勃
発
し
た
第
二
次
欧
州
大
戦
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
は
中
立
を
宣

言
し
て
静
観
を
保
つ
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
日
本
と
イ
ラ
ン

と
の
関
係
を
み
る
と
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
計
画
（
最
終
的
に
は
実
現
せ
ず
）
に
つ
い
て
イ
ラ
ン
側
が
、
同
じ

枢
軸
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
三
六
年
（
昭
和

一
一
年
）
開
催
）
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
と
は
特
に
親

交
を
欲
す
る
と
し
て
、
早
々
に
参
加
応
諾
を
日
本
に
伝
え
て
い
た
（
一
九
三
八
年

六
月
二
三
日
付
中
山
詳
一
駐
イ
ラ
ン
公
使
よ
り
宇
垣
一
成
外
務
大
臣
宛
電
報
）
こ

と
や
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
の
時
点
で
も
、
イ
ラ
ン
新
国
王
即
位
に
つ

い
て
の
親
電
が
届
く
と
、
そ
れ
に
対
す
る
昭
和
天
皇
の
祝
電
が
送
ら
れ
た
（
展
示

史
料
一
六
―
一
／
一
六
―
二
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
国
の
親
善
関
係
が
維
持
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
際
情
勢
の
変
化
は
、
両
国
の
親
善
ム
ー
ド
に
も
影
響
し
、
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
一
九
四
一
年
一
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
イ
ラ
ン
は

当
初
厳
正
中
立
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
英
ソ
と
の
関
係
に
も
配
慮
し
て
一
九
四
二

年
（
昭
和
一
七
年
）
四
月
に
対
日
断
交
を
決
定
し
、一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）

二
月
二
八
日
に
は
対
日
宣
戦
を
布
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
と
イ
ラ

ン
の
国
交
は
途
絶
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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Ⅴ　

イ
ラ
ン
と
の
戦
後
の
交
流

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
九
月
八
日
、
イ
ラ
ン
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
に
連
合
国
の
一
員
と
し
て
署
名
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
イ
ラ
ン
議
会
で
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
批
准
の
手
続
き
が

長
引
い
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ラ
ン
政
府
は
、
日
本
と
イ
ラ
ン
の
両
国
民
間
に
古
く

か
ら
友
好
的
関
係
と
親
愛
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
両
国
間
の
戦
争
関
係

を
終
了
し
、
友
好
関
係
を
新
し
く
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
批
准
を
待
た

ず
に
戦
争
状
態
の
終
結
と
友
好
関
係
の
確
立
を
布
告
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
一
一
月
一
日
、
イ
ラ
ン
の
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
エ
ン

テ
ザ
ー
ム
外
務
大
臣
と
広ひ
ろ

瀬せ

達た
つ

夫お

臨
時
代
理
公
使
と
の
間
に
、
外
交
関
係
再
開

に
関
す
る
公
文
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
七
）。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
一
〇
月
に
は
、
戦
前
の
日
本
・
イ
ラ
ン
修
好
条

約
の
効
力
存
続
に
関
す
る
公
文
（
展
示
史
料
一
八
）
も
両
国
間
で
交
換
さ
れ
ま
し

た
（
同
年
、
公
使
館
を
大
使
館
に
昇
格
）。

ま
た
、
日
本
政
府
と
イ
ラ
ン
政
府
は
「
相
互
の
利
益
の
た
め
、
両
国
を
結
ぶ
文

化
的
の
き
ず
な
を
維
持
し
、
か
つ
、
緊
密
に
す
る
こ
と
を
ひ
と
し
く
希
望
」
す
る

と
の
主
旨
で
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
四
月
一
六
日
、
東
京
で
岸き
し

信の
ぶ

介す
け

内
閣
総
理
大
臣
兼
外
務
大
臣
と
ホ
セ
イ
ン
・
ゴ
ズ
・
ナ
カ
イ
駐
日
イ
ラ
ン
大
使
が

「
日
本
国
と
イ
ラ
ン
と
の
間
の
文
化
協
定
」
に
調
印
し
ま
し
た
（
展
示
史
料
一
九

―
一
）。
協
定
は
前
文
と
本
文
六
条
か
ら
な
り
、
学
者
な
ど
の
交
換
、
文
化
活
動

の
奨
励
、
奨
学
金
な
ど
様
々
な
文
化
交
流
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
一
九
五

八
年
（
昭
和
三
三
年
）
一
〇
月
二
〇
日
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
批
准
書
の
交
換
が
行
わ
れ

（
展
示
史
料
一
九
―
二
）、
翌
月
か
ら
発
効
し
ま
し
た
。
日
本
・
イ
ラ
ン
文
化
協
定

は
国
交
再
開
後
の
最
初
の
協
定
で
す
。
そ
れ
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
文
化
交
流

関
係
が
継
続
し
て
お
り
、
近
年
も
テ
ヘ
ラ
ン
や
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
に
お
け
る
日
本
文

化
週
間
や
、
東
京
に
お
け
る
イ
ラ
ン
文
化
週
間
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
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外務省ホームページ http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol51/index.html
「わかる！国際情勢　悠久のペルシャ～現代イランの成り立ちとその素顔」より

吉田正春使節団の旅行路

展示史料２「謁見始末」

吉田正春
（『自由党史』より）
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展示史料４　１９２４年（大正１３年）７月１４日付
外務省調査班（縫田栄四郎班長）のペルシャ視察報告書

展示史料７
１９３２年（昭和７年）２月４日付

ペルシャ国王より昭和天皇宛
笠間杲雄公使信任状への回答

展示史料１７
１９５３年（昭和２８年）１１月１日
対イラン国交再開に関する交換公文の際
の記録写真

展示史料１９－１
１９５７年（昭和３２年）４月１６日付
「日本国とイランとの間の文化協定」

調印書
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